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〈知的・自閉症・情緒障害教育〉 

主体的に活動する力を育む自立活動の実践的研究 

―発語をもたないダウン症児の意志表出を目指した授業実践を通して― 

 

沖縄県立美咲特別支援学校はなさき分校教諭 安 次 嶺 一 成                       

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 平成 29年に公示された特別支援学校小学部・中学部新学習指導要領前文では、「一人一人の児童又は生 

徒が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人 

々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となる 

ことができるようにすることが求められている。」と明記された。このことから、これからの学校教育にお 

いては、変化する社会に向けて、子供たちが周りの人と関わりながらよりよく生きていこうとする意欲、 

態度、役割意識を育む適切な指導が求められている。 

特別支援学校の児童は、障害による何らかの学習上又は生活上の困難さを抱えている。特別支援学校の 

児童にとって前文で述べた「多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓 

く」ためには、より児童一人一人に応じた集団参加やコミュニケーションに関する支援が必要になってく 

る。つまり、一人一人の児童の実態を踏まえ、主体的な活動を促す自立活動がより重要性を増してくると 

考える。 

 沖縄県立美咲特別支援学校はなさき分校（以下「本校」とする）は知的障害特別支援学校で平成 26年４

月に沖縄県立美咲特別支援学校から分離・開校した新しい学校である。本校は、小学部、中学部、高等部、

139 名が在籍しており「人（社会）と関わろうとする力、コミュニケーション力」の向上を教育課程の主

軸に置き各学部連携した教育を行っている。特徴的な取り組みとして、「制作活動」「販売活動」等を学年・

学部の枠を超えて、多様な集団の中で行う協働の時間（コーポレーションタイム）を実践している。 

本来コミュニケーションスキルの獲得は、他者と関わる喜びや関わることへの有用性を様々な生活経験

から感じとり得られるものである。このような、コミュニケーションスキルの獲得から意思表出の機会が

増えたり、自発的な行動が増えることにつながり主体的に活動する素地が培われると考えられる。 

 本研究対象のＡ児は、本校小学部６年生のダウン症男児である。好きな活動や使いたい道具を要求する

ことがわずかにあるものの教師や仲間に対して、意思表示することがほとんどない。発語がなく、たまに

「喃語」のような声を出すことがある。一方、仲間との集団活動は好んで参加している様子が見られる。

例えばみんなでダンスを行う際、できるポーズを真似しつつ周りを見ながら笑顔を見せることがある。ま

た、友だちの学習態度や特徴的な行動を真似ることから、周りの行動に関心が高いといえる。  

昨年度、発声のタイミングが分かるように発声と身振りを合わせた動きの指導を継続的に行った。その

発声と身振りを「朝の会」の呼名や学習の終わりの「感想発表」で促すと、生き生きした表情で模倣する

様子が見られた。 

Ａ児は、これまでの担任による様々な表現活動の働きかけにより模倣する場面を多く経験してきた。こ

れらの経験から集団と関わる楽しさを味わい、模倣する力が向上してきたと考えられる。  

そこで本研究では、Ａ児が持っている模倣する力、人前に出て表現することを好む力の活用が有効では

ないかと考え、自立活動においてコミュニケーションに関する課題を焦点化し、乳幼児コミュニケーショ

ンアセスメント・指導プログラム（以下「ＣＡＰ」とする）を活用した実態把握を行うことにした。さら

に、これまで判断が難しかったＡ児のコミュニケーションレベルに合わせたＣＡＰの指導プログラムを活

用することで、他者とコミュニケーションをもつ機会を増やし、自ら関われる喜びやコミュニケーション

の有用性を感じることができる授業を実践する。そのことが、学習意欲や集団における自発性を喚起し、

主体的に活動する力を育むことにつながると考え、本テーマを設定した。 

 



表１ 大伴(2008)の研究内容を表記する 

 

〈研究仮説〉 

 １ 自立活動において、Ａ児と教師が教具を通したやりとりを繰り返すことで、同調・共感関係が深ま

りコミュニケーションの素地が育つであろう。 

 ２ 自立活動において、発声や身振りを用いたコミュニケーションの指導をすることで、自発的な発声・ 

  身振りなどの意思表出の場面が出てくるであろう。 

 ３ 課題シートを作成し、関係教師と連携することにより、長期的な視野に立ってコミュニケーション

の課題の克服・改善に向けて取り組むことができるであろう。 

Ⅱ 研究内容 

 １ ダウン症の言語コミュニケーションの発達 

    ダウン症は、受精卵の中で形作られる染色体の異

常によって起こる状態である。また、通常の知的発

達と比べ発達がゆるやかで到達点に個人差がある。 

池田由紀江（2007）は「ダウン症の子供の多くは、

言われていることは理解できるが、話すのが遅れが

ちである。それは、音を聞き分ける力が弱いために、

１音 1音話すことができない為と考えられ」るとしている。その他、聴覚からの情報よりも視覚から

の情報が優位であるといわれている。また、滲出性中耳炎などによる難聴から聴覚への情報が制限さ

れることがある。それ以外にも、口腔内の構造上の未発達による構音障害も見られる。 

      ダウン症児は障害が重度の場合、言語発達は０歳から遅滞が見られる。大伴潔（2008）によると健

康な子どもに比べ表１に見られるような遅れがあると述べ「特にことばが出るまでに時間を要するケ

ースが著しく多い。」と示している。 

 ２  対象児童の実態把握  

(1) 個別の教育支援計画 

     特別支援学校小学部・中学部新学習指導要領第１章第５節１（５）に「家庭及び地域並びに医療，

福祉，保健，労働等の業務を行う関係機関との連携を図り，長期的な視点で児童又は生徒への教育

的支援を行うために，個別の教育支援計画を作成すること。」とあり、本校では前年度の保護者面談、

家庭調査票をもとに児童の個別の教育支援計画を作成する。（前年度３月に作成、４月の家庭訪問で

保護者と内容を確認。）Ａ児は、６年生であるため中学部への引き継ぎの際には短期・長期的な視野

から個別の教育支援計画の見直しをしていく必要がある。 

(2) 遠城寺式・乳幼児分析的発達調査法 

０歳から４歳７カ月までの発達年齢に適応する検査である。 

内容は、主に乳幼児を対象にしており発達を６つの領域に分け（移動運動、手の運動、基本的生活 

習慣、対人関係、発語、言語活動）チェックしそれぞれの領域について評価を出して、分析的に乳

幼児の発達状況をとらえようとするものである。 

３  対象児童の指導プログラム  

(1) 乳幼児のコミュニケーションアセスメント・指導プログラム（ＣＡＰ）について 

主に乳幼児及び発達年齢２歳程度までの発達年齢に適応する検査である。 

コミュニケーションの発達の促進と大人の関わり方の指導を目的に作成された。ＣＡＰには、乳

幼児コミュニケーション発達アセスメント（以下ＡＳＣとする）と乳幼児コミュニケーション指導

プログラム（以下ＴＳＣとする）がある。 

     ＡＳＣは、コミュニケーション発達レベルと同プログラムの４つの側面のバランスを評価できる。 

評価を基にプロフィールを作成することができ、３ヶ月を１レベルとして４側面ごとに８つの発達 

レベルに換算される。 

ＴＳＣは、同プログラムの４つの側面に対応した内容になっている。日常生活の中で子供と大人 

がどのように関わればよいかを具体的にアドバイスしている。課題は子供が興味を持つ材料や場面 

とし、スモールステップで取り組むことができる。また、日々の課題実施の様子を記録するように

なっており、記録を行うことで児童の行動の見方や意図の読み取りが行いやすいと同時に、大人側

の関わり方をフィードバックできる。 

言語発達 健常児 ダウン症児 

笑う ３カ月 ６カ月 

喃語を言う 10カ月 15カ月 

ことばを話す 18～24カ月 24～36カ月 

二語文を話す 24～36カ月 36～48カ月 

おしっこを教える 30～36カ月 36～42カ月 



表３ 同検査に基づいたＡ児の行動例 

図１ 遠城寺式・乳幼児分析的発達検査結果をグラフ化 

   ＡＳＣ・ＴＳＣに示されている４つの側面とは、要求伝達系（本人のやってほしいことを直接対 

象者へ伝える力）、相互伝達系（要求というより対象者になる人とのやりとりを楽しむ力）、音声言

語理解（やりとりをする対象者の発する言葉に対しての理解力）、音声言語表出（やりとりをする対

象者に対して気持ちを伝えようとする意識又は発声や発語などの表出言語）で構成されている。 

Ⅲ 研究の実際 

１  対象児童の実態把握 

(1) 個別の教育支援計画 

     ４月の家庭訪問で保護者と

内容を確認した個別の教育

支援計画（表２）によると、

本人の夢や親の願いは、人と

の関わりを広げたい（コミュ

ニケーション力の向上）と捉

えることができる。 

   そこで、個人目標の中に「い

ろいろな遊びを通して、教師

や友達との関わりをもち、楽

しく遊ぶことができるように

する。」を設定した。 

   Ａ児にとって他者とのより

良い関わり方・コミュニケー

ション力の向上を目指すこと

をねらいとして自立活動の実

践を行う。  

(2) 遠城寺式・乳幼児分析的発達調査 

５月に発達年齢０歳～４歳７カ月を対象にする遠城寺式・乳幼児分析的発達検査を実施した。そ

の結果、移動運動 3.2歳、手の運動 1.95歳、基本的習慣 2.15歳、対人関係 1.95歳、発語 0.95歳、

言語理解 1.2歳、と図１のような数値を示した。また、表３は発達年齢に応じた行動の例である。 

そこで、Ａ児の高い数値を示している移動運動に関する数値と言語に関する低い数値から、コミ

ュニケーション手段の獲得に向けては「得意としている内容を盛り込む」「日常の手段活用の場面を

教師が整理し、Ａ児に繰り返し経験させる。」が有効であると考えられる。 

 

 

 

 

(3) 乳幼児コミュニケーションアセスメント・指導プログラム（ＣＡＰ） 

発達段階を踏まえた指導プログラム（ＴＳＣ）を作成する為、アセスメント（ＡＳＣ）を５月に

実施した。 

表２ Ａ児の個別の教育支援計画の目標及び手立て 

６領域の発達年齢 検査表に基づいたＡ児の発達応じた行動例

移動運動3.2歳 でんぐり返しをする。立ったままぐるっとまわる。

手の運動1.95歳 鉄棒などに両手でぶら下がる。

基本的生活習慣2.15歳 ひとりでパンツを脱ぐ。

対人関係1.95歳 親から離れて遊ぶ。

発語0.95歳 タ、ダなどの音声が出る。

言語理解1.2歳 おいで、ちょうだいなどの要求を理解する。



表４ ＴＳＣプログラム課題シートによる具体的指導法 

図 2 ＡＳＣによるアセスメント結果をグラフ化 

 コミュニケーションに特化した本アセスメントの数値は図２となっている。 

アセスメントの結果（ＡＳＣ）からプログラム（ＴＳＣ）にあてはめて考察する。 

Ａ児は、発語はないものの相手との関わり自体を楽しむ簡単なノンバーバルコミュニケーション 

(非言語的コミュニケーション）「指差し」等のやりとりができるとともに、生活の中で使う５つ程

度の「名称」「動作」を理解し行動することができる。このことは音声言語理解では、レベル 3.5

であるにも関わらず、朝の身支度での連絡帳入れ、エプロン・お手拭き準備やトイレでの用足し手

順など日常生活の流れがわかるレベル７の部分を持ち合わせていることでも分かる。これは、経験

を積み重ねた学習から身につけ、発達したものと推測される。 

しかし要求伝達がレベル２（６カ月）ということから自分の要求を伝える力や音声での感情表現

については育っていないと考えられる。例えば、自分の使いたいものを近くの人にお願いする行動

に移りにくいのは、要求行動を表現する必要性や誰が対象者か十分に認識していないからと捉えら

れる。そのことから、要求対象者を意識する関係づくりや感情の表現を高める感覚遊びが重要にな

ってくると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22～24カ月 ８  28～31  36～39  35～38  19～23 

19～21カ月 ７  24～27  32～35  31～34  16～18 

16～18カ月 ６  22～23  28～31  25～30  12～14 

13～15カ月 ５  14～21  23～27  17～24  11 

10～12カ月 ４  ９～13  16～22  ８～16  ８～10 

７～９カ月 ３  ６～８  10～13  ５～７  ３～７ 

４～６カ月 ２  ２～５  ４～９  ３～４  ２ 

１～３カ月 １  ０～１  ０～３  ０～２  ０～１ 

月齢レベル  

   

側面 

要求伝達系 得点 相互伝達系 得点 音声言語理解 得点 音声言語表出 得点 

基底的伝達構造 記号的伝達構造 

 

     レベル・発達年齢 

＊網掛け相当レベル 

ＴＳＣプログラムの課題シートによる具体的指導法  

＊網掛けは現在の指導内容及びＡ児の課題対象内容（生活年齢の誤差を含む） 

要

求

伝

達

系 

 

レベル 1.5 ４～５カ月 視線などによる要求に気づきましょう。（大人と一緒に対象物を見る。） 

レベル２       ６カ月 物へ手を伸ばして要求を伝える。（要求のリーチング） 

レベル 2.5 ７～８カ月 手を伸ばすこと（リーチング）による選択。気が付きにくい要求行動に応じましょう。 

   （大人による動き）「イヤ」という気持ちを伝える。 

相
互
伝
達
系 

 レベル 2.5 ７～８カ月 大人の視線に気づいて同じ物をみる（共同注視） 

レベル３        ９カ月 歌を歌ってあげましょう。追いかけっこをする。（相互あそび） 

レベル 3.5 10～11ヵ月 バイバイをする（大人の模倣あり）バイバイをする（指示のみ） 

レベル４  12カ月 ごっこあそび。手渡しでみせる。（大人による動き）絵本であそびながら指さしを使 

  う。日常生活の動作を模倣する。 

 

音
声
言
語
理
解 

  レベル 2.5 ７～８カ月 音や声のする方向へ向く 

レベル３      ９カ月 動作や出来事に関する話しかけをしましょう。大人が指したものを見る。 

レベル 3.5  10～11ヵ月 「～にあげて」がわかる。名前を呼ばれて返事をする。禁止のことばがわかって応じる。 

レベル４   12カ月 物の名称がわかる。「一緒に見ているものについて言及する。」（文脈の中で話しかける。）、 

   物の名称がわかる。「ボール遊び」（文脈の中で意識する。） 

＊生活年齢の誤差 生活の中で繰り返される行動の流れがわかる。物の名称がわかる。（複数の中から選択す 

レベル７ 19～21カ月 る。 

音
声
言
語
表
出 

 レベル１      ３カ月 声かけをする。（大人による動き） 

レベル 1.5 ４～５カ月 身体・感覚あそびをしよう。（粗大あそび） 

レベル２  ６カ月 身体・感覚あそびをしよう。（反応を引き出す）動作に伴った発声・ジェスチャー 

レベル 2.5  ７カ月 子どもの気持ちになって、子どものことばを言いましょう。（代弁） 

10カ月 

3.5レベル 

11カ月 

3.5レベル 
６カ月 

２レベル 
４カ月 

1.5レベル 



図３ Ａ児の自立活動実態把握から目標設定までの流れ 

Ａ児の実態であるＡＳＣを基に、ＴＳＣ（表４）を作成し、自立活動にこれらを取り入れた実践

を行う。 

要求レベル２で扱う「リーチング」とは、教師がＡ児の次の活動に使いたい教具を用意し、本人

が手を伸ばし選択する行為である。また、相互伝達系レベル 3.5 で扱う相互あそび・模倣の中に同

調（教師がＡ児の行動を真似ること。）・共感（教師とＡ児が活動のやりとりの中で共に楽しさを味

わうこと。）を取り入れる。  

(4) 自立活動におけるＡ児の実態把握と指導計画 

Ａ児の実態を自立活動の６つの区分にあてはめ、指導目標や具体的な指導内容を設定する。目標

達成に向け表４のプログラムの内容を取り入れた自立活動を行う。特に、コミュニケーションに関

わる主体的な活動を促すため、①と③に重点を置いた学習の構築を図った。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 検証授業１ (平成 29年６月 12日実施)  

(1) 題材名「声と身振りで表現しよう」（全５／９時間） 

(2) 授業仮説 

①  教材や教具を教師とやりとりすることで、模倣する表現の面白さを楽しむことができるであ 

   ろう。 

② 「挨拶」「お礼」「返事」「お願い」につながる発声、身振りの練習を繰り返し行うことで

表現の仕方に慣れるであろう。 

 

項目 １ 健康の保持 ２ 心理的な安定 ３ 人間関係の形成 ４ 環境の把握 ５ 身体の動き ６ コミュニケーション 

実
態
把
握 

・体温調節が苦

手。 

・好きな音楽が流

れるとリズムを

とり楽しむ。 

・他者の様子をよく

見ているが、不適

切な行動が見られ

る。 

・周りの様子を

みて同じ行動

をとろうとす

る。 

 

・投・歩・登る等

の粗大運動が

できる。 

・色塗り、シール

を貼る等の微

細運動が苦手。 

・模倣ができる。 

・発語がなく、意思表

出がほとんどない。 

・左耳の難聴を抱えて

いる。 

 

指導目標 
・他者と関わる喜びや楽しさの中から、共有する対象としての他者を認識させる。       

・発声・身振りを使ってコミュニケーションの手段を習得させる。 

項目 １ 健康の保持 ２ 心理的な安定 ３ 人間関係の形成 ４ 環境の把握 ５ 身体の動き ６ コミュニケーション 

選
定
さ
れ
た
項
目  

 (3)障害による学

習上又は生活上

の困難を改善・

克服する意欲に

関すること。 

(1)他者との関わり

の基礎に関するこ

と。 

(5)認知や行動

の手掛かり

となる概念

の形成に関

すること。 

 

(5)作業に必要な

動作と円滑な

遂行に関する

こと。 

(1)コミュニケーショ

ンの基礎的能力に関

すること。 

 

具体的な

指導内容 

① 感情表出につながるような教

具を活用しつつ教師と共感す

る活動を行う。 

② 視覚優位のわかりやすい学習

内容を作成し、本人の活動ペー

スに合わせて学習を行う。 

③ 場面に応じたコミュニケーショ

ンの手段を表現させ自発的・積

極的な行動を喚起させる。 



(3) 授業観   

本授業では、これまでＡ児が得意としてきた模倣やリズムのある動きとできそうな呼気訓練を取

り入れている。授業展開の中で扱う様々な教具は、Ａ児も興味・関心を引くものを揃えている。ま 

た、発声・身振り表現を本人にとって価値のある行為として定着を図るために、教具を選択する活 

 動の中で「発声と身振りを合わせたコミュニケーション手段」を扱っている。さらに、口腔の働き 

を高める動きとして舌の動きの訓練と母音の身振りを交えて発声訓練を取り入れている。授業展開

を「呼気訓練」と「発声と身振り」に分け構成している。そこで、Ａ児が苦手としている呼気・発

声という行為を「遊べる道具」「人前に出て表現する。」「リズミカルな曲にのって踊る。」等の好き

な活動と合わせることで主体的に生き生きと学習できることを期待した。 

  (4) 授業展開を表５で示した。  

                 表５ 検証授業１の展開 

授 業 の 展 開 

時間  児童の活動               教師の動き及び支援               準備物 

５分 ①挨拶、授業内容の確認 

②絵カード学習 

身近にある道具のマッチング

と名称の代弁 

・カードがマッチング出来たら大いに褒めつつ、道具の名前を

代弁する。（言語理解を育てる。） 

・マッチングの際、実物も見せる。 

ビデオ・三脚 

絵カード 

20分 ③呼気指導 

・蛇笛、吹き駒、 

吹きポンプ（図４）、 

ロウソク、シャボン玉遊び 

・やりたい道具を二者選択（図５）させる。選べたら大いに褒

めつつ、教師も一緒に同じ道具を使い活動を楽しむ。 

・教師は、Ａ児の行動に同調する。（発声・行動に同調） 

 

蛇笛、吹き駒 

吹きポンプ 

ロウソク、吹き

棒、シャボン玉

液 

10分 ④発声指導 

・舌を上下左右に動かす。 

・「ア」「ハ」「マ」「カ」の模倣、

発声 

・マイクに向かって声を出す。 

・教師の舌や口の動きに合わせて模倣させる。 

・児童の正面で動きが見やすいようにゆっくり模倣させる。 

・発声の始めは簡単な破裂音を繰り返しゆっくり模倣させる。 

・マイクを使い、自分の声に気づかせる。 

CDデッキ 

マイク 

５分 ⑤お楽しみダンス（図６） ・ビートに合わせて母音を模倣させる。 

・リズムに乗って踊る雰囲気づくりを行う。 

iPad 

スピーカー 

５分 ⑥学習の振り返り・挨拶 ・学習した道具を見せながら今日の活動を振り返る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 吹きポンプで呼気訓練のやりとり 図５ 二者選択の「お願い」要求の様子 図６ お楽しみダンスの様子 

(5) 授業仮説の検証 

  ①  教具に興味を持ち呼気訓練に取り組むことができたが、教具によって本人の認知レベルに対応 

   していないものもあった。また、Ａ児の課題である「息を長く吹く」にあった内容の工夫が必要

である。 

  ② 教具を用い次の活動の選択に「身振りと発声」の合図を取り入れたが、活動意欲を低下させる 

   場面もあったので、Ａ児のコミュニケーションレベルにあったと対応方法を考える必要がある。 

(6) 考察 

   教具に関する関心が高く、どの教具にも自ら手を伸ばす様子が見られた。特に、シャボン玉遊び 

の吹き棒は、使い方に慣れ吹けるようになってきた。「身振りと発声」合図では、本時の学習以外 

の日常生活の場面で自ら表現する姿も見られた。 

ＡＳＣとＴＳＣを見直し、自発的に活動したり、教師とのやりとりができるよう、配慮する必要

がある。 



３ 検証授業２ (平成 29年７月 14日実施) 

 (1) 題材名「先生と一緒に遊ぼう」（全９／９時間）  

(2) 授業仮説 

 ① iPadアプリ学習やシャボン玉遊びを取り入れることで、活動に興味を持ち自発的な活動が増え 

るであろう。 

 ② iPadアプリ学習では、映像や教師が言葉かけを行うことにより、様々な発声をすることできる 

であろう。 

 ③ シャボン玉遊びでは、教師の模倣を見ながらシャボン玉棒を使い、「息を長く吹く」ことができ 

  るであろう。 

(3) 授業観 

  前回の検証授業では、「発声や身振り」を用いた合図によるコミュニケーション手段の習得を重 

 視したが、Ａ児の認知的な実態からより遊びの要素を取り入れ、教師との活動の中での同調・共感

の場面を重視した。教師がアプリ学習やシャボン玉遊びの中で展開されるＡ児の行動・身振り・発

声等に同調することで、Ａ児が教師に対してコミュニケーションの対象として認識できるようにし

ていきたい。また、前回の反省からＡ児のやりたい活動の意思表出を２者選択のリーチングで行う

ようにする。  

(4)  授業展開を表６で示した。 

表６ 検証授業２の展開 

授 業 の 展 開 

時間  児童の活動               教師の動き及び支援               準備物 

15分 ①アプリを楽しむ 

（図７） 

 発声・曲に合わせて声

を出す。 

 

・教師がアプリに向かって楽しく声を出している様子を見せる。 

・教師は、Ａ児の声や動作に対して同調する。時折、状況に応じてＡ

児の様子を言語化（代弁）する。（以下活動の②③でも同様の支援を

行う） 

 

ビデオカメラ・

三脚 

タイマー 

iPad 

CDデッキ 

10分 ②一回目の二者選択リ

ーチング（図８）アプ

リまたはシャボン玉

遊びを行う。 

・アプリを選択した際は、引き続き①の活動や教師の動きを行う。 

・シャボン玉遊び（図９）では、自発的な行動があった場合、本人を

褒めつつ活動を進める。 

シャボン玉液 

シ ャ ボ ン 玉 棒

（三種類） 

10分 ③二回目の二者選択リ

ーチング 

・アプリまたはシャボン玉遊びの活動を行う。 

・大型シャボン玉は、教師主導で行う。 

 

シャボン玉マシ

ーン 

大型シャボン玉

用液及び道具 

 

10分 ④片付け・振り返り 

今日の学習を動画で

振り返る。 

・動画で、アプリを使っているところやシャボン玉遊びをしていると 

 ころを見せる。 

・今日の活動を思い出せるように映像を指差ししたり、言葉で表した

りする。 

ビデオカメラ 

TV 

             

 

 

 

 

  

 

図７ アプリを使った発声訓練の様子  図８ 二者選択リーチングの様子    図９ シャボン玉遊びの様子 

(5) 授業仮説の検証 

    ① 今回の題材での学習は本時が３回目である。初回は、教具への反応が非常によく、特にアプリ 

     での学習では様々な発声をしていた。シャボン玉遊びでも自発的な活動が随所に見られた。 

    ② 今回の学習では、検証授業による環境の変化、教具への興味の低下からダイナミックな発声は 

     見られなかった。 



表７ Ａ児のＡＳＣの結果  

    ③ シャボン玉遊びでは、リーチングの段階から意欲が見られ、シャボン玉液が無くなると自分か 

     ら液を補充する様子が見られた。「息を長く吹く」様子は３回程あり（あと数回は軽く吹く）教

師の模倣や自発的に活動する姿が見られた。 

(6) 考察     

     今回の授業での最大のねらいは、本人の自発的な活動から教師との同調・共感関係を高め、コミ 

    ュニケーションの素地を育てることであったが、ねらいを達成することができなかった。要因は、 

    ２点挙げられる。一つは、始めの活動開始直後（３～４分）のＡ児の様子に合わせて臨機応変な対 

    応ができなかったこと。もう一点は、アプリ学習の際、Ａ児とのやりとりで本人に表現させる時間 

を確保できなかったことなどがある。ねらいを達成するためには、教師として意思表出の未発達 

な児童に対しての表情をつかむ技量が必要と考える。教具に関しては、２点に絞ったが、その日 

の興味・関心の変化などの対応から何点か予備を用意しても良かった。 

本時の成果として、Ａ児が２者選択場面でのリーチングからの要求行動にはっきりした自発性を 

    感じることができたこと。また、45分の活動の中で常に教師を見て関係性を楽しむ様子が見られ 

    たことはＡ児の学ぶ意欲を称賛しつつ、今後に生かしていきたい。 

４  研究仮説の検証と考察 

   (1) 「自立活動において、教具を通してＡ児と教師がやりとりを繰り返すことで、同調・共感関係が 

深まり、コミュニケーションの素地が育つであろう。」について 

①  研究授業・検証授業を繰り返す中で、いろいろな教具を教師と交互に使ったり、一緒に楽し

むことでノンバーバルなやりとりを中心にコミュニケーションの素地である同調・共感する場面

を経験することができた。  

 

 

 

 

② ５月に行ったアセスメントから２か月後の７月にアセスメントを行った結果が表７である。音 

声言語理解・言語表出に変化はないが、要求伝達系及び相互伝達系にそれぞれ 0．5ポイントの 

上昇が見られた。ポイント上昇の具体的な項目内容は「一緒にあそんで欲しい物を大人に渡し 

て知らせますか。」（要求伝達系）と「あそんでいる物を相手に渡すことがありますか。」(相互 

伝達系）となっており、要求対象者を意識しつつあると考えられる。要求伝達系については、 

レベルステージが上がり「複数の課題や用具等を自ら選択する。」等の課題のレベルアップにつ 

ながった。 

   これらの結果から、Ａ児に対してＣＡＰに基づいた自立活動の実践を行うことで、教師との同 

調関係・共感関係が深まりつつあると考えられる。 

(2) 「自立活動において、発声や身振りを用いたコミュニケーションの指導をすることで、自発的な 

発声・身振りなどの意志表出が出てくるであろう。」について 

    ① 自立活動での「発声や身振り」について 

       要求の合図を決めコミュニケーションスキル（図 10・11）として必要な場面で繰り返し行う。 

      研究授業を重ねるごとに模倣表現がスムーズになってきた。さらに、認知レベルを再確認し、よ 

りＡ児の要求手段にあったリーチング（図 12）を多く活用するように変えていった。その結果
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図 13 要求動作グラフ  が研究授業及び検証授業 

意志表出がよりスムーズになり、教師への自発的な要求行動もみられるようになってきた。  

   

 

 

 

 

 

 

 

図 10 「発声・身振り」モデリング  図 11 「発声・身振り」ヒント    図 12 二者選択のリーチング 

② 「発声や身振り」の般化に向けての指導について 

コミュニケーション力の向上を目指し、学級担任と連携し「発声と身振りの合図」を日常生活

の場面に取り入れた。(研究授業５月 11 日スタート、日常生活の場面に取り入れた期間５月 29

日～７月 20日)図 13は、Ａ児の１日の要求をグラフ化したものである。 

グラフは、トイレ介助、遊び要求の教師とのやりとりを記録している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の場面に取り入れた当初のＡ児は、教師の「発声・身振り」に合わせて模倣動作を行

うやりとりがほとんどであったが、一週間後には教師が合図を促す言葉かけや、動作のヒントを

提示するとすぐに合図を行う様子が見られた。また、研究授業・検証授業の実施と重なって後半

は自発的な要求の割合も増えている。こうした結果から、自立活動の継続指導と学級での日常の

指導を連動することでスキルの般化が促されたと考える。 

特に、リーチングによる二者選択のやりとりを授業に多く取り入れて以降（７月６日以降）は、

自己選択の機会や自発的要求の割合も増えており、発声・身振り合図だけでなく本人に合った意

思表示の方法が確立されることで、意思の表出や自発的な活動が期待できると考えられる。          

   (3) 「課題シートを作成し、関係教師と連携することにより、長期的な視野に立ってコミュニケーシ 

ョンの課題の克服・改善に向けて取り組むことができるであろう。」について  

ＴＳＣを基に作成したＡ児用の課題シートを担任と連携し記入した。課題シートを活用するこ

とにより研究授業以外の日常生活におけるコミュニケーション状況を把握することができた。ま

た、本人の興味・関心の変化に対応し、発達認知度と照らし合わせ計画することができた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 一回目課題シート                図 15 二回目課題シート    

Ⅳ  成果と今後の課題 

 １ 成果 

  (1)  これまで積み重ねてきた学習で身に着けた日常生活力や模倣する力に、ＣＡＰを取り入れること 

でＡ児の発達レベルに応じた、コミュニケーションスキルを一貫して行うことができた。 

 (2)  自立活動の授業と日常生活の場面では、Ａ児が二者選択でのリーチングやトイレットペーパー使 

   用の際に自発的要求が見られた。 

  (3)  課題シートやビデオカメラを活用することで、これまでの活動にさらにステップアップできる要 

   素（本人の目線、要求動作に関する予測等）を見つけることができた。 

２ 課題     

  (1)  自立活動で掲げた優先課題を他教科と連動させ、学習を進める必要がある。 

  (2)  課題シートの継続的な活用と教師間の連携、卒業後の他学部移行時の具体的な指導内容（現在の 

のコミュニケーション方法の継続とノンバーバルコミュニケーションの検討）を確認する必要があ 

る。 

 (3)  Ａ児の発する動き・表情・発声を教師が捉え、コミュニケーションを引き出すことを意識する必 

   要がある。（インリアルアプローチ等により、児童の自発的行動を教師が受け止め行動の強化を図る。） 

(4) 家庭との連携をもとにコミュニケーション力の向上を図る必要がある。（課題をシンプルに提示し 

負担のないようにする。） 
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